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衆
議
院
議
員
穀
田
恵
二
君
外
二
名
提
出
奈
良
県
大
滝
ダ
ム
の
「
基
本
計
画
変
更
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
紀
の
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
（
以
下
「
紀
の
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
、
奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
大
字
白
屋
（
以
下
「
白
屋
地
区
」
と
い
う
。
）
の
住
民
か
ら
の
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活

や
移
転
後
の
生
活
の
不
安
等
に
つ
い
て
の
相
談
に
直
接
応
ず
る
た
め
、昨
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
本
年
二
月
十
八
日
ま
で
、

住
民
相
談
窓
口
を
七
回
開
催
し
た
ほ
か
、
紀
の
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
の
職
員
が
随
時
、
住
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
に

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
本
年
三
月
か
ら
は
、
紀
の
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
の
職
員
が
、
土
地
等
の
取
得
に
伴
う
補
償
の
内
容
に
つ
い
て
、

住
民
に
対
し
て
個
別
に
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

居
住
地
の
確
保
、
移
転
補
償
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
等
と
も
協
力
し
つ
つ
、
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
今
後
と
も
、
住
民
と
の
話
合
い
等
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

白
屋
地
区
の
地
滑
り
対
策
に
つ
い
て
は
、
大
滝
ダ
ム
の
建
設
に
当
た
っ
て
、
地
滑
り
対
策
の
専
門
家
等
に
よ
り
構
成
さ
れ

一



た
「
大
滝
ダ
ム
地
す
べ
り
対
策
委
員
会
」
等
に
お
け
る
検
討
を
含
め
、
各
種
の
調
査
及
び
検
討
を
行
い
、
対
策
が
必
要
と
判

た
ん

ぐ
い

断
し
た
五
か
所
に
お
い
て
、
試
験
湛
水
の
開
始
前
に
鋼
管
杭
工
、
ア
ン
カ
ー
工
、
押
え
盛
土
工
、
集
水
井
工
等
の
地
滑
り
対

策
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

試
験
湛
水
前
に
行
っ
た
こ
れ
ら
の
対
策
は
、
滑
り
面
が
崩
積
土
層
で
は
十
メ
ー
ト
ル
程
度
、
風
化
岩
層
で
は
十
五
メ
ー
ト

ル
程
度
の
深
さ
に
あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
昨
年
に
白
屋
地
区
に
お
い
て
発
生
し
た
地
滑
り
（
以
下

「
今
回
の
地
滑
り
」
と
い
う
。
）
は
、
緩
ん
だ
岩
盤
内
の
平
均
五
十
メ
ー
ト
ル
程
度
の
深
い
層
に
滑
り
面
が
形
成
さ
れ
滑
動

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
試
験
湛
水
前
に
行
っ
た
調
査
に
基
づ
く
検
討
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
深
い
層
で
は
、
局
所
的
に

弱
部
が
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
の
連
続
性
は
確
認
さ
れ
ず
、
滑
動
が
発
生
す
る
よ
う
な
滑
り
面
は
存
在
し
な
い
と
判
断
し
た

も
の
で
あ
る
。

今
回
の
地
滑
り
の
原
因
の
解
明
と
今
後
の
対
策
方
法
等
の
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
大
滝
ダ
ム
白
屋
地
区
亀
裂

現
象
対
策
検
討
委
員
会
」
（
以
下
「
検
討
委
員
会
」
と
い
う
。
）
か
ら
昨
年
十
二
月
二
十
六
日
に
報
告
さ
れ
た
と
お
り
、
今

回
の
地
滑
り
の
発
生
箇
所
は
、
そ
の
周
囲
に
過
去
に
地
滑
り
が
発
生
し
た
こ
と
を
示
す
段
差
等
の
地
形
的
特
徴
が
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
及
び
湛
水
前
に
滑
り
面
の
存
在
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
湛
水
に
よ
り
初
め
て
地
滑
り
が
発
生
し
た
も

二



の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
地
滑
り
の
発
生
を
具
体
的
に
予
見
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
知
見
で
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

二
及
び
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
今
回
の
地
滑
り
を
具
体
的
に
予
見
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
知
見
で
は
非
常
に
困

難
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
新
た
な
地
滑
り
対
策
の
完
了
ま
で
に
必
要
な
ダ
ム
の
維
持
費
、
新
た
な
地
滑
り
対
策
の
実
施

に
必
要
な
工
事
費
等
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
四
条
第
四
項
に

基
づ
き
、
関
係
都
道
府
県
知
事
及
び
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
「
大
滝
ダ
ム
の
建
設
に
関
す
る
基

本
計
画
」
の
変
更
の
手
続
を
行
い
、
同
法
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
か
ら
費
用
の
負
担
を
求
め

る
と
と
も
に
、
同
法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
奈
良
県
及
び
和
歌
山
県
か
ら
負
担
金
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

二
及
び
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
今
回
の
地
滑
り
に
関
し
て
は
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
対
策
方
法
の
検
討
等

を
行
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
検
討
委
員
会
の
議
事
の
要
旨
及
び
資
料
並
び
に
現
地
に
設
置
し
た
計
測
機
器
に
よ

る
観
測
デ
ー
タ
等
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
紀
の
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

三



あ
る
。

ま
た
、
新
た
な
地
滑
り
対
策
の
実
施
に
お
い
て
は
、
民
間
の
技
術
力
の
活
用
を
図
る
た
め
、
本
年
三
月
十
日
に
対
策
工
事

の
概
略
設
計
に
係
る
提
案
を
幅
広
く
公
募
す
る
手
続
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
新
た
な
地
滑
り
対
策
の
実
施
に
は
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
工
事
内
容
、
工
法
等
に
つ
い
て
の

情
報
公
開
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

四


